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主な内容● ●

　喜多方市社会福祉協議会では、本所・熱塩加納支所・
塩川支所・山都支所・高郷支所でおもちゃ図書館を
開催しています。
　５か所それぞれ、工夫を凝らした季節の行事を行って
います。
　また、地区によっておもちゃや絵本の種類も違います
ので、是非足を運んでみてください。
　お待ちしています！

おもちゃ
図書館へ

遊びに来てね！!
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　市民の皆様よりご協力い
ただいている会費・寄付金等
は、地域の福祉向上を目的と
して、地域福祉事業を中心に
有効に活用させていただいて
おります。
　引き続き、皆様の
ご理解とご協力を
お願い致します。
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社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会

役員・評議員改選
　このたび、本協議会の役員・評議員は全市並びに各地区ごとに設置した選考委員会の推薦に基づき、理事会並びに評議
員会の議決を経て選任されました。
　役員・評議員は市民の皆様の代表として、社会福祉協議会の効率的な運営と組織的活動を促進し、地域における民間社
会福祉の増進を図ることを目的とした社会福祉協議会の運営にあたります。

平成27年度 決算報告
貸借対照表 平成28年３月31日現在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

資産の部 負債の部
流動資産 200,206,807 流動負債 56,386,736
　現金預金 110,774,181 　未払金 54,108,244
　未収金 86,031,785 　１年以内返済予定リース債務 904,608
　立替金 396,072 　預り金 1,373,884
　前払金 80,691 固定負債 416,805,335
　短期貸付金 2,924,078 リース債務 2,412,288
固定資産 677,371,417 退職給与引当金 414,393,047
　基本財産 5,000,000 負債の部合計 473,192,071
　　基本財産特定預金 5,000,000 純資産の部
　その他の固定資産 672,371,417 基本金 5,000,000
　　建物 7,096,861 　基本金 5,000,000
　　構築物 673,570 基　金 36,119,200
　　車両運搬具 10,710,121 　社会福祉基金 20,009,200
　　器具及び備品 1,952,542 　生活援助基金 2,110,000
　　有形リース資産 3,316,896 　高額療養費・援助資金貸付基金 14,000,000
　　退職給付引当資産 368,345,877 国庫補助金等特別積立金 8,362,567
　　特定預金 280,150,070 　国庫補助金等特別積立金 8,362,567
　　リサイクル預託金 125,480 積立金 243,933,360
資産の部合計 877,578,224 　積立金 243,933,360

次期繰越活動収支差額 110,971,026
  （うち当期活動収支差額） 714,639
純資産の部合計 404,386,153
負債及び純資産の部合計 877,578,224

平成27年度事業活動収支計算書　　　　  　　  　　　　　　　（単位：円）

収益額 費用 差異
サービス活動増減の部 753,145,964 758,853,074 -5,707,110
サービス活動外増減の部 6,632,113 0 6,632,113
特別増減の部 1,200,000 1,410,364 -210,364
合　　計 760,978,077 760,263,438 714,639

（当期活動収支差額）

＜内訳＞　　　　　　　　　　　（単位：円）

収　　　　　　益
会費収益 2,660,000
寄付金収益 16,286,523
補助金収益 66,572,800
共同募金歳末たすけあい収益 8,917,726
受託金収益 253,187,876
事業収益 18,013,039
負担金収益 895,911
介護保険事業収益 365,312,240
障がい福祉サービス事業等収益 7,152,220
その他の収益 21,979,742
合　　計 760,978,077

（単位：円）

費　　　　　　　用
法人運営事業 154,557,949
地域福祉事業 等
 ・ボランティア教育　 ・福祉団体育成支援
 ・サロン事業の推進　・社会福祉大会開催　ほか

22,336,531

指定管理施設運営事業
 ・総合福祉センター　・夢の森
 ・いきいきセンター　 ・高齢者生産活動センター
 ・しゃくなげホーム　 ・かたくり荘

93,840,949

児童館運営受託事業 93,592,620
歳末たすけあい配分事業 3,893,517
介護事業
 ・ケアプランセンター3事業所　　・ヘルパーセンター２事業所
 ・デイサービスセンター5事業所　・訪問入浴１事業所　・地域包括支援センター

384,889,652

障がい福祉事業
・ヘルパーセンター2事業所   ・デイサービスセンター1事業所   ・訪問入浴１事業所 7,152,220

合　　計 760,263,438

3 きたかた社協だより 2きたかた社協だより



平成27年度福祉活動支援金にご協力を頂いた額

少子高齢化が進行した喜多方市の現状を踏まえ、福祉課題に
対応した各種福祉事業を展開してまいりますので、今後とも
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

ご理解とご協力に御礼申し上げますご理解とご協力に御礼申し上げます

平成27年度 福祉活動支援金の使途報告平成27年度 福祉活動支援金の使途報告

市民皆様の一層のご理解を頂き地域福祉事業の充実を図るため、
平成27年度より一般会員制度から募金・協力金の性格を有した福
祉活動支援金制度に変更いたしました。平成27年度において、市内
の全行政区に依頼申し上げご理解とご協力をいただき、子ども
から高齢者にいたる地域福祉事業に充当をさせていただきました。 

6,503,958円

平成27年度
福祉活動支援金使途
6,503,958円

平成27年度
福祉活動支援金使途
6,503,958円

高齢者生きがい対策
及びサロン事業
1,608,302 円

児童・生徒ボランティア
活動普及事業
1,284,323 円

喜多方市社会福祉大会
687,000 円

福祉団体の育成支援事業
785,000 円

社協だよりの発行
366,051 円

小口生活援助資金等
貸付事業
784,935 円

出前講座・
あんしんサポート事業 他

988,347 円

平成27年度の主な事業報告
◎介護職員初任者研修の実施
　介護職員不足が深刻な問題となってい
る中、人材育成を図るため介護職員初任
者研修を実施し、就労への道を拡大して
います。
　実施期間:平成27年10月7日〜
	 平成27年12月10日(25日間)
　【受講者:19名　修了者:19名】

◎家族介護者交流事業の実施
　自宅で介護にあたっている家族の方の
心身の負担軽減と、介護者同士の交流を
図ることを目的とし実施しました。
♣一泊リフレッシュ� 参加者:30名
♣日帰りリフレッシュ� 参加者:12名
♣交流会� 参加者:11名

◎在宅介護者教室の開催
　市民を対象に、在宅介護の知識と技術
を習得いただきました。
　　受講者数� 山 都 会 場　20名
� 喜多方会場　10名

◎生活サポートセンター事業
　　　(生活困窮者自立支援事業)

　就業や生活上の不安、心配ごとを抱え経済
的にお困りの方 の々相談・支援を行いました。
♣相談支援(延べ)� 1,447回
♣就労支援プラン策定� 36件
♣フードバンク事業による食糧提供� 19回

◎第11回喜多方市社会福祉大会の開催
　市民一人ひとりが社会福祉に対する理解
と関心を深め、地域福祉活動がより一層
充実されることを目的とし開催しました。

♣表彰
　大会会長表彰� 7名、2団体
　大会会長感謝� 7名、1団体
　県共同募金会長感謝� 22名、10団体、21校
♣福祉作文優秀作品発表
　小学生3名　中学生2名
♣記念講演（参加者数　321名）
　「今、やさしさの時代」 講師:広瀬久美子氏
　(元NHKアナウンサー、エッセイスト)

◎車椅子貸し出し事業
　高齢者・障がい者の方の家族旅行や外
出など、短期間の車椅子使用に無料貸し
出しを行いました。

【貸出件数　72件】

◎おもちゃ図書館の運営
　子どもたちが、おもちゃや本をとおして
人間性豊かに成長することを支援するとと
もに保護者に交流の場を提供しました。
　　　　　　　(開設日数)� (延利用者数)
本所(喜多方)	 65日� 4,352名
熱塩加納支所	 12日� 280名
塩川支所	 47日� 1,241名
山都支所	 26日� 102名
高郷支所	 12日� 192名

◎ふれあい社会福祉講座の開催
　社会福祉を正しく見る目と豊かな創造
力を養い、社会福祉の進展に資することを
目的とし開催しました。
♣第1講　「認知症の予防について」
　講師:会津医療センター
　　 　助教 西郷佳世氏
♣第2講　「なりすまし詐欺被害に
� あわないために」
　講師:福島県消費生活課
　　 　主査 佐藤淳子氏�

♣第3講　いきいき終活セミナー
　「今から考える楽しい老後のススメ」
　講師:ベストファームグループシルバーライフ情報館
　　　ファイナンシャルプランナー
　　　 岩崎剛士氏

◎共同募金・歳末たすけあい運動への協力
　行政区長会、民生児童委員協議会を始
め多くの市民の皆様のご理解とご協力を
いただき、共同募金・歳末たすけあい運動を
展開しました。
共同募金運動実績� 8,421,396円
歳末たすけあい運動募金実績� 4,635,562円
♣街頭募金の実施:5箇所
♣募金ボランティア参加者
　　小学生6名
　　中学生3名
　　高校生9名
　　一般　7名

◎日本赤十字社への協力
　市民の皆様からお寄せいただいた日赤
社資(社費・寄付金)については、日本赤十字
社福島県支部へ納付いたしました。
　社資は、日本赤十字社において人道・博愛
を目的とした事業へ使われております。
皆様のご協力ありがとうございました。
♣平成27年度社費実績　7,210,655円

◎ふれあいいきいきサロンの推進
　高齢者の方が、交流を深め、助け合い ・ 
支え合いながら健康で楽しい生活を送っ
ていただくことを目的に「ふれあいいきい
きサロン」の開設と運営を支援しました。

【平成27年度活動サロン数】
　35箇所(うち新設5箇所)
♣福祉活動支援交付金事業（ミニサロン交付金事業）
　ミニサロン等事業:1箇所　交流事業:3箇所

◎ボランティア事業の推進
♣ボランティア活動普及事業協力校の指定
　市教育委員会、各学校の協力を得て、
児童・生徒の豊かな心とボランティア精
神を育成するため、市内全24小中学校
をボランティア協力校に指定し福祉教
育の推進を支援しました。
♣サマーショートボランティアスクールの開催

♣児童生徒の福祉作文集「ちいさなて」の発行
♣「声の広報」の編集・発行
♣点訳ボランティアの育成

◎除雪ボランティア事業
　高齢者世帯等の精神的・身体的負担の
軽減と、支え合い・地域福祉活動の向上を
図るため、中学生・高校・短大生、民生児童
委員、赤十字奉仕団、地域のボランティアの
ご協力をいただき、除雪活動を行いました。
♣喜多方地区
　25名参加
♣熱塩加納地区
　94名参加
♣山都地区
　102名参加

◎傾聴ボランティア養成講座
♣傾聴に関する知識及び技能等を習得
し、地域の中で積極的に傾聴活動を行う
ボランティアを養成することを目的とし
養成講座を開催しました。
　【3講開催　　受講者:延66名】
♣傾聴ボランティアのコーディネート
　介護サービス利用者の方の孤独感や
不安感の軽減と精神的な健康維持の支
援を図るため、傾聴ボランティア登録者
と施設とのコーディネートを行いました。
　　傾聴ボランティア登録者数� 19名
　　ボランティア活動実施施設� 10施設
　　傾聴活動実績(延べ)� 2,738件

受講者:132名

受講者:107名

受講者:118名
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社会福祉協議会では、社協だよりと
ホームページを活用した企業広告を募集します！

社協だより広告募集社協だより広告募集
○スペース：91ｍｍ×55ｍｍ（名刺サイズ）

○　  色　 ：カラー（場合によっては単色）

○広 告 料：1回  5,400円（税込み）

ホームページ企業広告募集ホームページ企業広告募集

きたかた社協だよりでは下記の広告スペースに、年間4回発行の各号で募集します。ホームページではトップページに設置するインター
ネット企業広告のスペースに6ヶ月単位で募集します。詳しくは、社会福祉協議会総務企画係までお問い合わせ下さい。

○１　　枠：上下44ﾋﾟｸｾﾙ×左右124ﾋﾟｸｾﾙ
　　　　　  画像：GIF形式 容量：4ｷﾛﾊ ｲ゙ﾄ以内
○　  色　 ：カラー
○広 告 料：月  3,240円（税込み）

企業広告 企業広告 企業広告

赤十字奉仕団のみなさんに感謝赤十字奉仕団のみなさんに感謝
　赤十字奉仕団では、きれいになった夢の森に利用者を迎えてほし
い、ということで草刈り奉仕作業を年３回行っていただいております。
　今年の第1回目は、6月18日に、玄関先の花壇の手入れや敷地
内の草刈りを団員１８名で実施し、作業前と見違えるほどきれいに
なりました。
　温泉に来たお客さんから、「この花きれいだね～、種が欲しいく
らい」など、感激の声があがっています。

熱塩加納
地区

塩川
地区

　思った通りに出来あがらない事もありますが、粘土の感触に
触れながら想像力をはたらかせて何もないところから作ってい
くのが陶芸の醍醐味。陶芸教室では、「作る楽しみ」「使う楽し
み」「贈る楽しみ」と生涯楽しめる活動として作品づくりをおこ
なっております。
　初心者の方でも楽しんで作品を作り上げる事が出来ますので、
見学にいらして下さい。

土の魅力にはまってます！！土の魅力にはまってます！！

　ボランティア団体「虹の会」の会員の
皆様は毎週月曜日に塩川保健福祉セン
ターへ集まり、健康づくり・生きがいづ
くりを目的におしゃべりはもちろん、歌や
体操、作品作りなど楽しいひと時を過ご
しております。
　介護予防にもつながっており、どなた
でもお気軽に参加できますので、地域
の皆様のご参加をお待ちしております。

いつまでも元気に
暮らすために！！
いつまでも元気に
暮らすために！！

高齢者の皆さんと集合昼食会「あじさい会」高齢者の皆さんと集合昼食会「あじさい会」
高郷
地区

喜多方
地区 市立第一小学校「おもしろ教室」にお邪魔しました市立第一小学校「おもしろ教室」にお邪魔しました
　喜多方市立第一小学校が全学年で実施しているフリー参観デー「おもしろ教室」が６月４日に行われ、
第４学年の授業に本会職員が出向いて福祉・ボランティアについてお話しをしてきました。
　テーマは「喜多方のやさしさ」。障がい者専用駐車場やスロープ、点字ブロックや車いすに対応したエレ
ベーターのスイッチなどまちなかの「福祉」や、ちょボラ（ちょっとしたボランティア）は身近にあるということ
に気付いてもらえたようです。
　みなさんは姿勢正しく、真剣に
お話を聞いていただき、本会職員も
楽しく授業をすることができました。
また呼んでくださいね！
　本会では、各小中高等学校に出向いて
福祉に関する講話等の事業も行って
おりますので、お気軽にお問合せくだ
さい。

　毎年山都町赤十字奉仕団のボランティアで花植えを行なっていただいていま
す。今年はしゃくなげホームの入口にベコニア、サルビア、マリーゴールドなどを
植えていただきました。利用者さまも職員も花を見て心を和ませています。

　６月１５日、高郷公民館を会場に赤十字奉仕団の皆さんが、一人暮らし高齢者
の皆さんと、交流を目的に集合昼食会を開催いたしました。奉仕団に語り部の会
「夢ロマン」の皆さんがおり、おはこのお話しを次々と披露していただきました。
巧みな話術に情景が浮かぶ楽しいひと時となりました。

　６月８日、高郷デイサービスセンターでは、ボランティア
「はとぽっぽ」の皆さんから、数々の懐かしい歌謡曲を
ご披露いただきました。
　利用者の皆さんも手拍子に合わせて歌の調子もなめ
らかに大合唱となりました。

デイサービスで懐メロを唄うデイサービスで懐メロを唄う

山都
地区 つるし雛 寄贈つるし雛 寄贈

山都町赤十字奉仕団による花植え山都町赤十字奉仕団による花植え

　舘原いきいきサロンから、百日草の苗、会員の皆様が制作したつるし雛の寄贈が
ありました。山都地区では９地区で世話人の方が中心となって、年間を通していき
いきサロン活動を進めておりバス旅行や健康教室などの行事を行っております。
サロンへの参加希望、新規のサロンの立ち上げなどの相談がございましたら社会
福祉協議会山都支所（しゃくなげホーム）の他、社会福祉協議会本所及び各支所
で常時受付をしておりますのでお気軽にご相談ください。
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生活サポートセンターからのお知らせ生活サポートセンターからのお知らせ

☎0241－23－3231
秘密は厳守します。どうぞお気軽にご利用ください。

相談時間8:30～17:15（土日祝日、年末年始は除く）
ご相談

お問い合わせ
ご相談

お問い合わせ 喜多方市生活サポートセンター

まずは相談（来所、訪問希望に応じます）
相談内容を整理し、利用できる制度などないか検討します
一緒に解決策を考え、動きます（窓口・手続き等の同行支援）

生活にお困りの状況が
少しでも改善するよう
一緒に考えます。

❶
❷
❸

就職活動するも職が決まらず、
これからどうやって生活したら
よいのか、どこに相談してよい
のか分からない。

夢の森夢の森

仕事や生活のことなどに困っておられる方、まずはご相談ください。

どんなことができるの
？？

大森温泉

利用時間

料　金
定休日

回数券

TEL　0241-36-3112

9:00～21:00（20:30最終入館）

[大人] 300円　[小人] 200円
月曜日(祝祭日のときは翌日)

回数券3000円(11枚)

電気、ガス、水道代が支払えず
滞納している。
数日後に止まると通告あり。

健康保険料、国民年金保険料
も払えていない。

温泉に含まれている天然の保湿成分で、お肌をつるつるにしてくれる美肌成分、メタケイ酸が50mg以上含まれて
いると有効であるといわれています。『夢の森』温泉はメタケイ酸を94mg 含んでいます。

＊メタケイ酸

利用時間

定休日

TEL　0241-28-1254
花しょうぶの湯花しょうぶの湯

　ナトリウム－硫酸塩・塩化物温泉で動脈硬化、きりきず、慢性婦
人病、神経痛、筋肉痛、冷え性、疲労回復などに効果があるほか、
美肌効果によいといわれる「※メタケイ酸」が多く含まれ、身体も
温まり、露天風呂もありゆったりとした入浴が楽しめます。
　また、新緑いっぱいの温泉にゆったりつかり、心身をリフレッシュ
されてみてはどうでしょうか。皆様のお越しをお待ちしています。

　花しょうぶの湯はトゴール（鉱物）システムを採用した人工温泉です。
　神経痛・腰痛や疲労回復、あせも等お肌にも効能があります。
　お風呂はジェットバスや泡風呂が楽しめ、檜風呂と打たせ湯の
ある岩風呂もあり、１週間ごとに男女入れ替えとなります。
　小さなお子様連れの方にもゆっくりと楽しんでいただけるように
キッズスペースも準備してございます。
　是非みなさまでおいでください。

10:00～21:00
（20:30最終入館）
月曜日(祝祭日のときは翌日)
12月29日～1月3日

小学生
70歳以上
中学生から
70歳未満
障がい者手帳
保持者
小部屋

（10畳×3部屋）

利用料金 17時まで 17時から

200円

200円

400円

500円 500円

150円

150円

300円

暑い夏こそお風呂でサッパリ♪

喜多方市社会福祉協議会

※10回分の料金で11回利用できる
　お得な回数券もあります。

活動車両の寄贈がありました！活動車両の寄贈がありました！

　センター屋内では会員の丹精込めた作品が展示され、多くの方々がそのすばら
しい出来栄えに感動されていました。
また、陶芸、手芸、織物、押し花絵の各グループでは体験教室も行われ、受講生と
指導者が和気あいあいの中、楽しい制作時間を過ごされました。
　一方、屋外では各グループの生産品販売やバザーが行われたほか、わら工芸グ
ループのひし餅、菌茸グループの椎茸品やつきたて餅、園芸グループのかわいい
花苗、土根壌サークルの山菜、さらには、ふれあいの家自家製野菜とその加工品、
社協職員親睦会による五目おこわ・飲み物の販売とバラエティー豊かな品々を、
お客さまは手にとって品定めをしながら買い求められていました。
　今年はアトラクションとして「塗物町子供まつり囃子保存会」の太鼓演奏、
「とよかわコリイクロス」のフラダンスを披露いただき、お客さまをはじめ会場の
全員で楽しみました。
　健康相談コーナーでは地域包括支援センターの職員が来場者の健康相談に
応じていました。同時にスタンプラリーも行われ、みなさん豪華賞品をゲットされ
ていたようでした。
　来場者の方 と々楽しい時間を過ごすことができましたが、これを契機に充実し
た生産活動に取り組むことを確認しあいました。

　日本赤十字社福島県支部では、各市町村
の地区・分区の事務局に対し、赤十字救援
車両の導入費用補助を行っており、今年度、
本会山都支所に車両の配備をいただきま
した。この救援車は、災害時の救援活動など

　男子プロゴルフツアーのジャパンゴルフツアー選手会では、震災の
復興支援として獲得賞金額の１％のチャリティを実施しており、そ
れを原資に自動車を購入し、被災した各県の社会福祉協議会を通
じて、市町村社会福祉協議会に寄贈する活動をしています。

　第３２回「センターまつり」が６月５日に開催されました。
当日は晴天に恵まれ、地域の方々や近隣市町村から多く
のお客さまにご来場いただきました。

平成28年9月25日㈰
午前10時～午後3時
喜多方プラザ文化センター
遊びのコーナー
〈迷路、ジャンボジェンガ、昔遊び、ストラックアウト等〉
模擬店コーナー
〈焼きそば、ひもくじ、チョコバナナ、かき氷等〉

喜多方市中央児童館　TEL.22-1766

日　時

場　所
内　容

問合せ　

無 料

有 料

※他にも子どもたちによる「一輪車ショー」など、内容盛りだくさんでお待ちしております。

盛大に
開催!!

各児童館保護者会による
美味しい・楽しい模擬店！

知 ら せ － information 1 －お

　今年度は、本会に寄贈が決定し、
６月８日に贈呈式が行われ、会長
の宮里優作プロから福祉車両の寄
贈がありました。
　この車両は、本市におけるさまざま
な地域福祉活動に活用していきます。

に役立てて参
ります。

「第32回高齢者生産活動
センターまつり」に大勢のお客さま
「第32回高齢者生産活動
センターまつり」に大勢のお客さま

ジャパンゴルフツアー選手会より 日本赤十字社福島県支部より
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　平成28年4月14日に発生した熊本地震から3ヶ月が経過しましたが、被災地の復旧・復興は
長い期間を要し、今なお不便な生活を強いられている方がおおぜいいらっしゃいます。
　本会では、福島県社会福祉協議会の要請を受け、5月14日から20日までの7日間、本会職員1名を熊本
県へ派遣しました。現地では熊本県社会福祉協議会並びに甲佐町で災害ボランティアセンターの運営支
援にあたりました。以下に活動報告を掲載します。

　いつも、被災地に入ると思うことが、社協の繋がり、ネットワーク
は、特別なものを感じ、同じ立場の人間として互いに想いやりながら
最善を尽くすように模索し、被災者支援という目的に邁進できる
ことは、何とも言えぬ“一体感”を感じ社協職員としてすごく嬉しく
誇りに思います。ただ、災害支援の目的のため集まることは少ない
方が何よりいいかと・・・
　被災地支援は、行政でも企業でも出来ることかもしれませんが、
被災者支援は、社協職員の専門分野だと思います。
　これからは、被災地の社会福祉協議会のみなさまが地域住民に
寄り添いながら、より良い地域づくりを目指し、がんばってほしい
と思います。

熱塩加納支所地域福祉係　真 部 厚 志

平成28年度熊本地震義援金の受付期間の延長について平成28年度熊本地震義援金の受付期間の延長について
　平成28年4月に発生した熊本地震に対する義援金につきまして、皆様から多くの
ご協力を頂き心から感謝申し上げます。
　義援金の受付期間を当初平成28年6月30日までとしておりましたが、甚大である被災
地の復旧・復興には期間を要することから、受付期間を平成29年3月31日まで延長する
ことになり、喜多方市社会福祉協議会本所・支所では引き続きお受けいたしております。
　皆様の温かいご支援とご協力をお願いいたします。

熊本地震被災地支援報告熊本地震被災地支援報告

6月30日までの受付額

572,553円
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お詫びと訂正
社協だよりvol.39のP7のご遺志による
寄付に誤りがありましたので、訂正
してお詫び申し上げます。

誤　山都地区　上林　鈴木イチノ様
↓

正　山都地区　舘原　鈴木イチノ様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）（
平
成
28
年
4
月
１
日
〜
6
月
30
日
受
付
分
）

喜多方市地域包括支援センターだより

“よらんしょネット”

だまされないで！悪質商法だまされないで！悪質商法だまされないで！悪質商法

福島県消費生活センターへの平成27年度の相談件数は6,083件で、
そのうち70歳以上が最も多い1,082件（全体の17.8％）でした。
平成27年の振り込め詐欺の被害総額は、福島県では約４億6千万円、
日本全国では約393億円の被害がありました。
今年の傾向として、全国的に還付金詐欺が増えているそうです。
お金を出すことには抵抗があっても、お金が戻ることに対しては
警戒心がゆるむことを狙った手口です。
公的機関がＡＴＭを操作させることは絶対にありませんので注意してください。

悪質商法は、多くの高齢者が感じている
「お金」「健康」「寂しさ」「住まい」といった不安な心につけ込んできます。

！！ＮＯ 悪質商法を防止するために

！！ＮＯ 被害にあわないために

悪質商法を防止するために地域包括支援センター
では、消費者被害防止の取り組みとして、介護予防
教室において「悪質商法や消費者被害」についての
ミニ講話をおこなっています。
「あなたは大丈夫？だまされやすさチェック」で、
「危機意識がうすい」「１人で抱え込んでしまう」など
の自分の傾向を理解し、悪質商法の手口や防止策
を学びます。

悪質商法の被害にあっても、だまされた事に気づかない、だまされた事を恥ずかしく
思って誰にも相談しなという高齢者が多くいらっしゃいます。
ご近所同士で「こんな手口がはやっている」「みんなで気をつけよう」と注意しあい、地域
ぐるみで被害にあわないようにしましょう。
地域包括支援センターは高齢者の総合相談の拠点として、介護や福祉の他に高齢者の
権利を守るための支援もおこなっていますので、1人で悩まずにご相談ください。

困ったときの相談窓口
福島県消費生活センター　024-521-0999
消費者ホットライン 188（局番なし）

（福島県消費生活センター　「悪徳商法の手口と対策」抜粋）

＜松の実サークル＞

１８８
いやや!泣き寝入り!

　地域包括支援センターは、高齢者の方が住
み慣れた地域で安心して生活できるよう総
合的に支えていくための拠点です。
　市役所、介護サービス事業所、病院、警察署
など関係機関と連携して困りごとの解決に努
め、地域の高齢者や家族を支えます。

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

あなたの街の
「喜多方市地域包括支援センター」　
元気を応援

！！
元気を応援

！！
元気を応援

！！
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　この事業は、ご家庭で要介護者を介護されている市民の皆様を対象に、全行程バスで一泊または日帰り
で介護者同士の交流や研修の場を提供し、心身のリフレッシュをしていただくことを目的に実施いたします。

　喜多方市社会福祉協議会では、喜多方市からの委託を受け、介護の資格を取得して、介護施設職員やホームヘ
ルパーとして働きたい方等を対象とし、「介護職員初任者研修」を下記により開催します。
　本年度はより多くの方が受講しやすいよう、新たに夜間コースを設けました。皆さんの受講をお待ちしています。

介護保険による要支援、要介護の認定を受けている市内在住の方を在宅で常時介護して
いる市民の方。

対象者

参加申込み

その他

平成2８年度 介護職員初任者研修の開催について

募集締め切り後、参加される方には詳しい内容をご通知いたします。

受講日程

受  講  料
申　　込

当日は喜多方市社会福祉協議会職員が同行いたします。

①参加される方のお名前　②ご住所　　③電話番号　④担当の介護支援専門員
⑤介護を必要とされている方のお名前　⑥介護度　　⑦ご希望のコース
以上の内容を下記のいずれかに電話でお申込みください。
喜多方市社会福祉協議会　TEL 0241-23-3231
•熱塩加納支所0241-36-3112 •塩川支所0241-27-3948
•山都支所0241-38-3100 　　•高郷支所0241-44-7111
地域包括支援センター0241-21-8856でも受付いたします。

日　　　程

行き先・場所

内　　　容

負　担　金
募集予定人員

申 込 期 間

平成２８年１０月１２日㈬～１３日㈭

平成２8年８月３日㈬～１０月２０日㈭平成２８年8月3日㈬～9月20日㈫

茨城県大洗海岸
大洗シーサイドホテル

４，０００円
３５名

　海に抱かれたホテルで、潮騒
を聞きながらゆったりとした
時間をお過ごし下さい。
　翌日は買い物で更にリフ
レッュ！！

平成２８年１０月２７日㈭

新潟県新潟市
にぎわい市場ピアbandai・いくとぴあ食花

２，５００円
３０名

　日本海を眺め、心も体も
リフレッシュ！！
　ホテルブッフェでお腹も
満たして大満足！参加者
同士、交流を深めましょう。

平成２８年１１月７日㈪

山都町
いいで荘 

２，５００円
３０名

　おいしい食事とお風呂で
ゆっくりリラックス。
　介護者相互の交流及び
情報交換で心身ともにリフレッ
シュ。

※上記のコースのうち、①②コースについては、いずれか1回のみ参加できます。③コースについては①②に参加された方も申込みできます。
※初めての方も、今まで参加したことのある方も、是非ご参加ください。

ミニ研修や参加者相互の介護についての交流会を行います。

❶昼コース 平成28年9月27日～平成28年11月30日（計25日）
 ※主に毎週火・水・木曜日　８:40頃～17:00頃まで
❷夜間コース 平成28年9月6日～平成29年3月16日（計47日）

❶市民の方…5,000円　❷市民以外の方…10,000円
本協議会ホームページからダウンロードするか、本協議会本所・支所に備え付けの申込
用紙に記載し、8月26日までに郵送又は持参により本協議会本所・支所に申し込むこと。

 ※主に毎週火・木曜日　18:20～21:30まで
 ※幼児・児童の託児を希望の方は別途ご相談ください

※他にテキスト代6,069円別途

詳細は本協議会ホームページをご覧になるか、下記担当までお問合せください
喜多方市社会福祉協議会  福祉課　℡0241-23-3231

お知らせ

在宅で介護をしているみなさん！介護から離れて、リフレッシュしてみませんか？
平成28年度
家族介護者リフレッシュ事業

お 知 ら せ － information 2 －

※申込みは先着順とし、定員になり次第、受付を締め切らせていただきますのでご了承下さい。

❷日帰りリフレッシュ❶一泊リフレッシュプ  ラ  ン ❸交流事業

※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。
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